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ＰＴＡ総会 情報モラル研修会 学年及び部活動懇談会

４月２７日（木）ＰＴＡ総会を行いました。当日は情報モラル研修会と学年懇談会、部活動懇談会

もあり、多くの保護者の方にご来校いただきました。総会では、学校経営についての説明、役員選

出、事業計画・予算案等の審議があり、承認をいただくことができました。会長・副会長を始めとす

る執行委員・専門部役員の皆様、また、育成部、広報部、環境部の担当を引き受けてくださった全

ての保護者の皆様、ありがとうございます。

学年及び部活動懇談会では、新年度のスタートとして、学年、部活動方針等を説明し、共有させ

ていただました。

令和５年度も、保護者の

方、地域の方との連携を大

切にしながら、生徒が「頑張

り」と「優しさ」を発揮し、夢の

実現に向かえるように努め

て参ります。どうぞよろしくお

願いいたします。

情報モラル研修会

宇部警察署少年課の方を講師に迎えて

実施しました。情報モラル教育を行うことの

最大の目標は、インターネットを通じて起こる

事件から自分や他人の身を守り、安全・安心

な状態でインターネットを活用できるようにな

ることです。「子どもたちは使い方は知ってい

るが危険性は知らない。」「親は子どもを守る

ため、使用履歴や内容を把握しておいてほし

い。」というお話は、もっともだと感じました。誰もが手にすることができるインターネットの問題に

ついて、本人と保護者がしっかりとコミュニケーションを取ったり、話し合ったりしながら、使うルー

ルを決めること、モラルとは何かを理解しておくことで防げる事件やリスクなどを把握しておくこと

が鍵です。学校でももちろん指導していきますが、ご家庭での管理、指導が最も重要です。

第１回生徒集会･全校スピーチ始まる

４月１４日（金）第１回目の生徒集会を行いました。「新学

年になって頑張りたいこと」をテーマに全校スピーチを行い

ました。３年川脇凜咲子さんは「勉強と部活動そして、図書

委員長として責任感をもってがんばりたい。」、林瑚々菜さ

んは「受験を見すえて勉強を頑張るとともに、最高学年とし

て後輩のお手本になるように努力したい。」古谷舞菜さんは

「受験にしっかり臨めるように勉強を頑張ることと、部活動

を悔いのないように充実させたい。」と語りました。
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地域貢献活動夢KAWAボ スタート！

厚東川中学校生徒による地域貢献活動「夢KAWA

ボ」がスタートしました。5月7日（日）、アクトビレッジおの

で行われた「宇部お茶祭り」のボランティアとして7名の

生徒が参加しました。ワークショップや販売の手伝いを

行いました。地域の方の笑顔を励みに取り組みました。

各学年目標がきまりました

主体的な学習習慣づくり「厚東川中スタイル」
昨年度より､全学年統一した方法で学習に取り組む「厚東川中スタイル」に取り組んでいます。

１日の授業の「振り返り」を活用して、「授業で解けなかった問題や、時間をかけて再確認したい

ことなど」を家庭学習の「めあて」にして取り組みます。「めあて」が効果的になるように、各教科で

その日に行うとよい家庭学習についてアドバイスします。確実に継続できるように、「終わりの会」

でその日に行う家庭学習の「めあて」を自主学習ノートに書き、担任が確認します。

授業と家庭学習をつなげることで、基礎基本の定着をめざします。ご家庭でも、自主学習ノート

について話題にしていただけると幸いです。

【厚東川中家庭学習の問題点】
・自主学習帳が学力向上に直結していないと感じる、という学校評価での意見が生徒、
保護者ともにある。

・テスト週間以外は、自主学習帳のみの学習になりがち。
学習時間＝自主学習帳の時間

・自主学習帳の内容は、学年で確認するため、教科担当の目線では見られない。（学習
している内容が的確かどうかの見極めが難しい。）

・取り組み方のオリエンテーションはあったが、家庭学習を毎日どのように進めていけ
ばよいのか、わからない生徒が少なくない。

３年生目標

ことりのように とういつ性を持って

うたを歌い がくもんに励み

わたしは(高校へ）行きたい

【家庭学習で必要なこと】
その日の授業でわからなかったことをもう一度家でやってみる。

「わからない」を「わかる」にして１日を終えたい。


